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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

集積回路に光技術を導入し、10MGyのトータルドーズ耐性を持つ耐放

射線光電子プロセッサ、既存の集積回路のみで4MGyのトータルドーズ

耐性を持つ耐放射線プロセッサ、同4MGyのトータルドーズ耐性の耐放

射線メモリ、そして、それらに必要となる1MGyのトータルドーズ耐性

を持つ耐放射線電源ユニットの4つを開発する。 

マンチェスター大学とはロボットやLiDARに対する耐放射線プロセッ

サ、耐放射線FPGA、耐放射線メモリ、耐放射線電源ユニットの面で連

携し、これまでに無い高いトータルドーズ耐性を持つ耐放射線ロボッ

トを実現していく。また、ランカスター大学には耐放射線FPGA、耐放

射線電源ユニットの面で連携し、放射線の種類、強度を正確に特定で

きるセンサー類を開発していくことを目的として、以下の項目を行

う。 

１）耐放射線光電子プロセッサの開発 

２）耐放射線プロセッサの開発 

３）耐放射線メモリの開発 

４）耐放射線電源ユニットの開発 

５）耐放射線ホログラフィックメモリの開発 

２．総合評価 Ａ ・耐放射線プロセッサの開発は重要課題であり、廃炉現場のニーズを

的確に把握しており、課題となる個別要素を地道に解決する取り組

みや得られた成果は評価ができる。 

・一方で、日英原子力共同研究としては、英国側の達成度が低かった

点は残念であった。 

・日本側研究としても現場適用のためには単独のデバイスのみではな

く、一つのシステムとしての適用可能性を示す必要があると考える。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


